
平成年月日 金曜日 (号外特第号)官 報

経
営
計
画
に
従
つ
て
山
林
の
経
営
の
規
模
の
拡
大
を
行
う
こ
と
が
困
難
と
な
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
五
年
）」を

加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
当
初
認
定
起
算
日
又
は
」
を
削
り
、「
十
年
」
の
下
に「（
震
災
、
風
水
害
、
落
雷
、
火
災
そ

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
災
害
に
よ
り
当
該
特
定
森
林
経
営
計
画
に
従
つ
て
山
林
の
経
営
の
規
模
の
拡
大
を
行
う
こ
と

が
困
難
と
な
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
五
年
）」を
加
え
、「
及
び
次
号
」
を
削
り
、
同
項
第
四
号
中
「
、
次
に
掲
げ

る
時
期
」
の
下
に「（
当
初
認
定
起
算
日
（
認
定
起
算
日
に
お
け
る
山
林
の
面
積
が
第
二
号
の
財
務
省
令
で
定
め
る
面

積
未
満
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
認
定
起
算
日
）
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
す
る
日
後
の
も
の
に
限
る
。
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
条
第
十
三
項
第
二
号
中
「
特
例
山
林
」
の
下
に「（
当
該
小
流
域
内
に
存
す

る
他
の
山
林
の
所
有
者
か
ら
経
営
の
委
託
を
受
け
た
山
林
（
特
定
森
林
経
営
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
区
域
内
に
存

す
る
も
の
に
限
り
、
作
業
路
網
の
整
備
を
行
わ
な
い
も
の
を
除
く
。）を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）」を
、

「
場
合
」
の
下
に「（
当
該
小
流
域
に
隣
接
す
る
小
流
域
内
に
存
す
る
特
例
山
林
と
一
体
的
に
施
業
す
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
十
一
項
中
「
第
七
十
条
の
六
の
四
第
十
四
項
」
を
「
第
七
十
条
の
六
の
四

第
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
五
項
と
し
、
同
条
第
二
十
項
中
「
第
七
十
条
の
六
の
四
第
十
六
項
」
を

「
第
七
十
条
の
六
の
四
第
十
八
項
」
に
、「
同
条
第
九
項
」
を
「
同
条
第
十
一
項
」
に
、「
第
十
五
項
の
」
を
「
第
十
七

項
の
」
に
、「
第
十
七
項
」
を
「
第
二
十
一
項
」
に
、「
同
条
第
十
五
項
」
を
「
同
条
第
十
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
二
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
九
項
中
「
同
条
第
十
五
項
」
を
「
同
条
第
十
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二

十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
八
項
中
「
第
七
十
条
の
六
の
四
第
十
四
項
」
を
「
第
七
十
条
の
六
の
四
第
十
六
項
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
七
項
中
「
第
七
十
条
の
六
の
四
第
九
項
」
を
「
第
七
十
条
の
六
の

四
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
十
九
項
」
を
「
第
二
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
を
同
項
第
六

号
と
し
、
同
項
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

法
第
七
十
条
の
六
の
四
第
六
項
に
規
定
す
る
経
営
委
託
を
し
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
経
営
委
託
を

し
て
い
る
旨

第
四
十
条
の
七
の
四
第
十
七
項
を
同
条
第
二
十
一
項
と
し
、
同
条
第
十
六
項
の
次
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

17

法
第
七
十
条
の
六
の
四
第
六
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
状
態
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

林
業
経
営
相
続
人
（
同
項
に
規
定
す
る
相
続
税
の
申
告
書
の
提
出
期
限
に
お
い
て
既
に
次
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ

て
い
た
者
（
当
該
提
出
期
限
後
に
新
た
に
当
該
事
由
が
生
じ
た
者
並
び
に
第
二
号
の
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
者
の
う
ち
、
当
該
提
出
期
限
後
に
当
該
身
体
障
害
者
手
帳
に
記
載
さ
れ
た
身
体
上
の
障
害
の
程
度
が

二
級
か
ら
一
級
に
変
更
さ
れ
た
者
及
び
身
体
上
の
障
害
の
程
度
が
一
級
又
は
二
級
で
あ
る
障
害
が
当
該
身
体
障
害

者
手
帳
に
新
た
に
記
載
さ
れ
た
者
を
除
く
。）を
除
く
。）に
次
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
て
い
る
状
態
と
す
る
。

一

当
該
林
業
経
営
相
続
人
が
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
六
条
第
三
項

に
規
定
す
る
障
害
等
級
が
一
級
で
あ
る
者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）の
交
付
を
受
け
て
い
る
こ

と
。

二

当
該
林
業
経
営
相
続
人
が
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
身
体
障
害
者
手
帳
（
身
体

上
の
障
害
の
程
度
が
一
級
又
は
二
級
で
あ
る
者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）の
交
付
を
受
け
て
い

る
こ
と
。

三

当
該
林
業
経
営
相
続
人
が
介
護
保
険
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
要
介
護
認
定

（
同
項
の
要
介
護
状
態
区
分
が
財
務
省
令
で
定
め
る
区
分
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。）を
受
け
て
い
る
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
事
由
の
ほ
か
、
当
該
林
業
経
営
相
続
人
が
当
該
提
出
期
限
後
に
山
林
の
経
営
を
行
う
こ
と

を
不
可
能
に
さ
せ
る
故
障
と
し
て
農
林
水
産
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
も
の
を
有
す
る
に
至
つ
た

こ
と
に
つ
き
、
市
町
村
長
の
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

18

法
第
七
十
条
の
六
の
四
第
六
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
は
、
同
項
の
林
業
経
営
相
続
人
か
ら
当
該
林
業

経
営
相
続
人
の
有
す
る
同
条
第
一
項
の
特
例
山
林
の
全
部
の
経
営
の
委
託
を
受
け
た
個
人
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ

る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
者
を
い
う
。

一

当
該
個
人
が
、
法
第
七
十
条
の
六
の
四
第
六
項
に
規
定
す
る
経
営
委
託
を
受
け
た
日
に
お
い
て
、
当
該
林
業

経
営
相
続
人
の
推
定
相
続
人
で
あ
る
こ
と
。

二

当
該
個
人
が
、
特
定
森
林
経
営
計
画
に
従
つ
て
当
該
特
例
山
林
の
経
営
を
適
正
か
つ
確
実
に
行
う
も
の
と
認

め
ら
れ
る
要
件
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

19

法
第
七
十
条
の
六
の
四
第
六
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
林
業
経
営
相
続
人
は
、
同
項
に
規
定
す
る

経
営
委
託
山
林
に
つ
い
て
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨
及
び
当
該
経
営
委
託
山
林
に
係
る
同
項
に

規
定
す
る
経
営
委
託
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
に
、
財
務
省
令
で
定

め
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

20

法
第
七
十
条
の
六
の
四
第
六
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
林
業
経
営
相
続
人
若
し
く
は
当
該
林
業
経
営
相
続
人

か
ら
同
項
に
規
定
す
る
経
営
委
託
を
受
け
た
者
又
は
同
項
に
規
定
す
る
経
営
委
託
山
林
に
対
す
る
第
十
二
項
か
ら

第
十
五
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
十
二
項
第
五
号
中
「
林
業
経
営
相
続
人
」
と
あ
る
の
は
「
法
第

七
十
条
の
六
の
四
第
六
項
に
規
定
す
る
経
営
委
託
を
受
け
た
者
（
第
八
号
及
び
第
十
四
項
に
お
い
て
「
経
営
受
託

者
」
と
い
う
。）」
と
、「
第
七
十
条
の
六
の
四
第
二
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
二
項
第
二
号
」
と
、
同
項

第
七
号
中
「
特
例
山
林
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
七
十
条
の
六
の
四
第
六
項
に
規
定
す
る
経
営
委
託
山
林
（
以
下
第

十
五
項
ま
で
に
お
い
て
「
経
営
委
託
山
林
」
と
い
う
。）」
と
、
同
項
第
八
号
中
「
林
業
経
営
相
続
人
」
と
あ
る
の

は
「
経
営
受
託
者
」
と
、「
特
例
山
林
」
と
あ
る
の
は
「
経
営
委
託
山
林
」
と
、
第
十
三
項
各
号
中
「
特
例
山
林
」

と
あ
る
の
は
「
経
営
委
託
山
林
」
と
、
第
十
四
項
中
「
法
第
七
十
条
の
六
の
四
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

林
業
経
営
相
続
人
又
は
同
項
の
特
例
山
林
に
つ
い
て
同
条
第
三
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
経
営
受
託
者
又
は
経

営
委
託
山
林
に
つ
い
て
法
第
七
十
条
の
六
の
四
第
三
項
第
一
号
」
と
、「
当
該
林
業
経
営
相
続
人
が
」
と
あ
る
の
は

「
同
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
林
業
経
営
相
続
人
が
」
と
、
第
十
五
項
中
「
特
例
山
林
」
と
あ
る
の
は

「
経
営
委
託
山
林
」
と
す
る
。

第
四
十
条
の
七
の
四
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

26

農
林
水
産
大
臣
は
、
第
十
七
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
故
障
を
定
め
た
と
き
は
、
こ
れ
を
告
示
す
る
。

第
四
十
条
の
八
第
五
項
第
一
号
中「（
第
二
十
三
項
第
一
号
」
の
下
に
「
及
び
第
四
十
九
項
」
を
加
え
、
同
条
第
六

項
及
び
第
九
項
各
号
中
「
経
済
産
業
大
臣
認
定
」
を
「
円
滑
化
法
認
定
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
七
十
条

の
七
第
二
項
第
五
号
」
を
「
第
七
十
条
の
七
第
二
項
第
五
号
イ
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
項
中
「
当
該
特
例
受
贈
非

上
場
株
式
等
に
係
る
経
営
承
継
受
贈
者
が
そ
の
年
中
に
お
い
て
同
項
の
規
定
の
適
用
に
係
る
贈
与
に
よ
り
取
得
を
し

た
全
て
の
認
定
贈
与
承
継
会
社
の
特
例
受
贈
非
上
場
株
式
等
の
価
額
（
法
第
七
十
条
の
七
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す

る
特
例
受
贈
非
上
場
株
式
等
の
価
額
を
い
う
。
次
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
合
計
額
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ

る
場
合
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

次
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

当
該
特
例
受
贈
非
上
場
株
式
等
に
係
る
経
営
承
継
受
贈
者
が
そ
の
年
中

に
お
い
て
法
第
七
十
条
の
七
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
係
る
贈
与
に
よ
り
取
得
を
し
た
全
て
の
認
定
贈
与
承
継

会
社
の
特
例
受
贈
非
上
場
株
式
等
の
価
額
（
同
条
第
二
項
第
五
号
イ
に
規
定
す
る
特
例
受
贈
非
上
場
株
式
等
の

価
額
を
い
う
。
次
号
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
合
計
額

二

当
該
特
例
受
贈
非
上
場
株
式
等
が
相
続
税
法
第
二
十
一
条
の
九
第
三
項
（
法
第
七
十
条
の
二
の
六
第
一
項
又

は
第
七
十
条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
場
合

当
該
特
例
受
贈
非
上
場
株
式
等
に
係
る
経
営
承
継
受
贈
者
が
そ
の
年
中
に
お
い
て
法
第
七
十
条
の
七
第
一
項
の

規
定
の
適
用
に
係
る
贈
与
に
よ
り
取
得
を
し
た
全
て
の
認
定
贈
与
承
継
会
社
の
特
例
受
贈
非
上
場
株
式
等
の
価

額
を
特
定
贈
与
者
（
相
続
税
法
第
二
十
一
条
の
九
第
五
項
に
規
定
す
る
特
定
贈
与
者
を
い
う
。）ご
と
に
合
計
し

た
額
（
次
項
第
二
号
ロ
に
お
い
て
「
特
定
贈
与
者
ご
と
の
贈
与
税
の
課
税
価
格
」
と
い
う
。）の
そ
れ
ぞ
れ
の
額

第
四
十
条
の
八
第
十
四
項
中
「
第
一
号
に
掲
げ
る
金
額
に
第
二
号
に
掲
げ
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
」
を
「
次

の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
」
に
、「
当
該
計
算
し
た
金
額
」
を
「
当
該
金
額
」
に
改

め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合

イ
に
掲
げ
る
金
額
に
ロ
に
掲
げ
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額

イ

前
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
を
適
用
し
て
計
算
し
た
納
税
猶
予
分
の
贈
与
税
額

ロ

法
第
七
十
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
特
例
受
贈
非
上
場
株
式
等
に
係
る
贈
与
者
及
び
認
定
贈
与
承
継
会

社
の
異
な
る
も
の
ご
と
の
特
例
受
贈
非
上
場
株
式
等
の
価
額
が
前
項
第
一
号
に
定
め
る
そ
の
年
分
の
贈
与
税

の
課
税
価
格
に
占
め
る
割
合
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